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１．特別損失の計上について

２．繰延税金資産の計上について

３．業績予想の修正について

（１）　平成24年3月期 通期 連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

 前回発表予想（Ａ）  百万円  百万円  百万円  百万円  円　銭

 （平成23年５月13日発表）

 今回修正予想（Ｂ）

 増減額（Ｂ－Ａ）

 増減率（％）

 （ご参考）前期実績

 （平成23年3月期）

（２）　修正の理由

（注）

   以　　上

当社が保有している固定資産の一部につきまして、事業用資産から賃貸資産への区分変更により回収可能性の再評価

を行った結果、約20億円を減損損失として計上いたします。

最近の動向等を踏まえ、来期以降の課税所得が十分に見込まれることから繰延税金資産を計上し、約△9億円を法人税

等調整額に計上いたします。
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平成24年３月期において特別損失及び繰延税金資産の計上を行うとともに、平成23年５月13日に公表しました業績予想

を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

（ コ ー ド 番 号

3,500 2,000

１株当たり
当期純利益

94,000 2,800 1,800 1,000 7.56

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

平成２４年 ４月２０日

－ 記 －

特別損失及び繰延税金資産の計上ならびに業績予想の修正に関するお知らせ

経常利益 当期純利益

通期の連結業績予想につきましては、売上高におきまして、鉄管部門、化成品部門の出荷量が増加したことに加え、機

械部門においてはメンテナンス物件の増加及び、一部大型物件の引き渡しが前倒しされたことなどにより前回発表の予想

を上回る見込であります。

利益面におきましては、増収による増益に加え、鉄管部門を中心に原材料価格の上昇幅が当初見込みより下回ったこ

と、さらには製造原価改善への取り組み、販売費、一般管理費をはじめとする各種コストの削減などにより営業利益、経常

利益が前回発表の予想を上回る見込であります。また、当期純利益につきましても、特別損失として減損損失を約20億円

計上いたしますが、経常利益の増加に加え法人税等調整額約△9億円の計上を行った結果、前回発表の予想を上回る見

込であります。
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